
一般質問

平成２９年（２０１７年）７月３０日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

※
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は

GoodAgriculturalPractice（
農

業
生
産
工
程
管
理
）の
略
称
で
、

農
業
生
産
活
動
の
各
工
程
の
正

確
な
実
施
、
記
録
、
点
検
及
び

評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
る
持
続

的
な
改
善
活
動
の
こ
と
。
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
工
程
を
明
確
化
し
、
み
ず

か
ら
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
で
、
経
営
コ
ス
ト
の
削
減

や
消
費
者
の
信
頼
確
保
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
の
催
し

物
へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
病
気
見
舞
い

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い

○
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲

食
物
の
差
し
入
れ
な
ど

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

 
質
問　

臼
動
く
市
役
所
事
業
の
評
価

と
、
必
要
と
考
え
る
改
善
点
は
。

　

渦
大
沼
地
域
セ
ン
タ
ー
の
巡
回
コ

ー
ス
の
中
に
大
沼
公
民
館
を
加
え
る

工
夫
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
市
役
所
等
か
ら
遠
い
地
域

の
住
民
に
は
利
便
性
の
高
い
事
業
と

認
識
し
て
い
る
。
よ
り
市
民
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
、
巡
回
会
場
や
日
程
等

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

渦
平
成　

年
度
か
ら
大
沼
公
民
館

２６

等
で
証
明
書
臨
時
交
付
窓
口
を
年
１

回
開
設
し
て
い
る
。
利
便
性
向
上
を

図
る
中
で
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

動
く
市
役
所
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
大
沼
町
二
丁
目
の
東
久
留

米
市
境
周
辺
の
黒
い
汚
れ
の
原
因
究

明
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
。

　

渦
住
民
の
不
安
は
、
健
康
へ
の
影

響
や
住
宅
へ
の
一
層
の
汚
れ
が
中
心

だ
が
、
そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

臼
都
や
近
隣
市
等
か
ら
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
様
の
事

象
や
原
因
に
つ
い
て
の
新
情
報
は
な

く
、
原
因
究
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

渦
今
後
も
引
き
続
き
状
況
を
注
視

し
、
必
要
に
応
じ
て
速
や
か
に
市
民

へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。
な

お
、
現
在
ま
で
黒
い
汚
れ
に
起
因
す

る
健
康
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

再
び
、
大
沼
町
の
黒
い
汚
れ
に
つ
い
て

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
を
／
ご
み
有
料
化
は

市
民
目
線
で
／
投
票
の
環
境
整
備
を

佐
藤　

充
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

動
く
市
役
所
事
業
の
拡
充
／
再
び
、

大
沼
町
の
黒
い
汚
れ
に
つ
い
て

竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

消
防
団
の
さ
ら
な
る
充
実
／

市
政
情
報
を
確
実
に
届
け
る
た
め
に

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
の
党
こ
だ
い
ら
）

小
学
校
区
ご
と
居
場
所
を
つ
く
る
公
約
／

鷹
の
台
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

浅
倉
成
樹
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

放
置
・
盗
難
自
転
車
対
策
／

図
書
館
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
会
）

松
の
木
通
り
の
拡
幅
等
と
住
民
税
を

め
ぐ
る
財
政
運
営
上
の
諸
課
題

 
質
問　

臼
定
員
に
対
し
て
団
員
が
若

干
少
な
い
が
、
原
因
と
対
策
は
。

　

渦
女
性
団
員
が
い
な
い
が
、
必
要

性
の
認
識
と
増
員
対
策
は
。

　

嘘
学
生
や
被
雇
用
者
の
募
集
は
。

市
長　

臼
被
雇
用
者
の
比
率
が
高
ま

っ
て
い
る
の
で
、
事
業
者
と
の
協
力

体
制
を
構
築
し
理
解
を
求
め
る
。　

　

渦
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の

防
火
診
断
や
広
報
活
動
、
応
急
手
当

の
普
及
等
、
女
性
の
活
躍
も
期
待
で

き
る
。
活
用
は
引
き
続
き
研
究
す
る
。

　

嘘
消
防
庁
は
機
能
別
消
防
団
員
の

導
入
を
進
め
て
い
る
。
市
も
若
い
世

代
や
被
雇
用
者
が
参
加
し
や
す
い
消

安
心
・
安
全
の
担
い
手
で
あ
る

消
防
団
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

防
団
活
動
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
市
報
の
世
帯
カ
バ
ー
率
は
。

　

渦
今
後
の
市
報
配
布
へ
の
考
え
は
。

　

嘘
市
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
施
策
は
。

市
長　

臼
総
世
帯
の
８
割
程
度
を
カ

バ
ー
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　

渦
新
聞
折
り
込
み
を
基
本
と
し
て
、

そ
れ
以
外
で
の
配
布
も
実
施
す
る
。

よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る

配
布
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

嘘
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
を
検
討
す
る
ほ
か
、

市
民
活
動
団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
情
報
提
供
は
、
情
報
を

届
け
る
効
果
が
高
い
と
考
え
る
。

市

政

情

報

を

市

民

に

確
実
に
届
け
る
た
め
に

 
質
問　

臼
市
長
の
公
約
に
空
き
家
な

ど
を
活
用
し
て
小
学
校
区
ご
と
に
居

場
所
を
つ
く
る
と
あ
る
が
、
空
き
室

の
調
査
は
し
な
い
の
か
。

　

渦
４
年
間
に
何
か
所
整
備
す
る
か
。

　

嘘
空
き
店
舗
活
用
の
考
え
は
。

　

唄
市
民
参
加
で
検
討
委
員
会
を
い

つ
ま
で
に
つ
く
る
の
か
。

市
長　

臼
ま
ず
は
既
存
の
公
共
施
設

を
活
用
し
て
い
く
。

　

渦
住
民
の
意
向
や
機
運
を
見
き
わ

め
地
域
活
動
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

　

嘘
第
１
点
目
の
と
お
り
、
ま
ず
は

既
存
の
公
共
施
設
を
活
用
し
て
い
く
。

　

唄
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

小
学
校
区
ご
と
に
居
場
所
を

つ
く
る
公
約
の
実
現
は

 
質
問　

臼
鷹
の
台
駅
前
の
店
舗
は
約

　

が
約　

に
減
り
、
半
減
し
た
。
駅

５６

２９

周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
考
え
は
。

　

渦
創
価
学
園
跡
地
の
利
活
用
は
。

　

嘘
仮
称
鷹
の
台
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
玉
川
上
水
等
と
の
一
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

渦
一
時
的
避
難
集
合
場
所
利
用
に

向
け
、
地
権
者
と
確
認
書
を
交
わ
し

て
い
る
。

　

嘘
考
え
て
い
な
い
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
審
議
会
等
で
の
議
事
録
や
配
付
資

料
は
統
一
し
た
基
準
で
公
開
を

鷹
の
台
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
放
置
自
転
車
対
策
の
現
状

と
今
後
の
課
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

渦
自
転
車
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
学

校
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
シ
ー
ル
に
所

有
者
を
特
定
す
る
番
号
を
添
付
す
る

よ
う
啓
発
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
条
例
に
よ
り
自
転
車
等
放

置
禁
止
区
域
を
指
定
し
放
置
自
転
車

を
撤
去
し
て
い
る
。
撤
去
自
転
車
は

減
少
し
た
が
、
依
然
と
し
て
歩
行
者

等
の
安
全
な
通
行
等
を
妨
げ
て
い
る

た
め
、
引
き
続
き
撤
去
し
て
い
く
。

　

渦
自
転
車
の
所
有
者
は
防
犯
登
録

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
警
察
へ

照
会
す
る
こ
と
で
所
有
者
確
認
が
で

放
置
自
転
車
及
び
盗
難

自
転
車
へ
の
対
策
に
つ
い
て

き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
数
は
。
ま
た
、
そ
の

う
ち
視
覚
障
害
者
の
利
用
者
数
は
。

　

渦
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

充
実
の
た
め
に
何
が
必
要
か
。

教
育
長　

臼　

年
度
は　

人
で
、
そ

２８

５０

の
う
ち
視
覚
障
害
者
は　
人
だ
っ
た
。

４５

　

渦
来
館
や
情
報
入
手
が
容
易
で
な

い
人
に
対
し
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
が
十
分
に
届
く
よ

う
、
関
連
課
と
の
連
携
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
い

視
点
か
ら
情
報
を
広
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
。

図
書
館
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ

ー

ビ

ス

に

つ

い

て
 

質
問　

性
的
指
向
に
よ
る
差
別
や
偏

見
を
な
く
し
理
解
を
深
め
る
た
め
の
、

職
員
向
け
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
研
修
の
実
施
状

況
と
今
後
の
展
望
は
。

市
長　
　

年
度
は
入
庁
３
年
目
職
員

２８

に
独
自
研
修
を
行
っ
た
。
本
年
度
は

部
長
等
を
対
象
に
研
修
等
を
実
施
す

る
。

 
質
問　

臼
戸
別
収
集
の
経
費
と
有
料

化
に
よ
る
収
入
と
の
収
支
見
込
み
は
。

　

渦
家
庭
ご
み
有
料
化
に
向
け
た
検

討
過
程
で
の
市
民
参
加
を
ど
の
よ
う

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
人
権
意
識
の
醸
成
を

ご
み
減
量
を
通
し
て
市
民
が
み
ず
か
ら

つ
く
る
循
環
型
社
会
の
実
現
を

に
保
障
す
る
か
。

市
長　

臼
先
行
自
治
体
で
は
収
入
よ

り
支
出
が
ふ
え
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　

渦
実
施
計
画
素
案
の
段
階
で
市
民

説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等

を
実
施
す
る
ほ
か
、
自
治
会
や
グ
ル

ー
プ
単
位
で
の
要
望
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
説
明
し
て
い
く
。

 
質
問　

高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
に

投
票
所
の
増
設
や
投
票
日
の
公
共
交

通
の
活
用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

財
源

や
人
員
配
置
等
の
制
約
の
中
で
全
市

的
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
お
り
、
い

ず
れ
も
考
え
て
い
な
い
。

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
を

 
質
問　

臼
中
島
町
の
松
の
木
通
り
は

車
両
通
行
が
激
し
い
が
、
樹
林
地
側

へ
拡
幅
す
る
場
合
の
課
題
は
。

　

渦
東
大
和
市
駅
を
利
用
す
る
東
京

都
薬
用
植
物
園
入
園
者
の
利
便
性
の

向
上
の
た
め
、
北
側
出
入
り
口
新
設

を
都
に
要
請
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
現
時
点
で
は
拡
幅
の
予
定

は
な
い
が
、
仮
に
行
う
場
合
、
歴
史

環
境
保
全
地
域
の
指
定
を
受
け
た
樹

林
地
の
区
域
変
更
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

渦
松
の
木
通
り
沿
い
の
職
員
通
用

口
を
一
般
利
用
で
き
な
い
か
確
認
し

た
が
、
来
園
者
の
安
全
確
保
の
難
し

さ
な
ど
か
ら
開
放
は
困
難
と
聞
い
て

松
の
木
通
り
の
拡
幅
と
東
京
都

薬
用
植
物
園
北
側
出
入
り
口
新
設
を

お
り
、
要
請
は
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
へ
の

市
の
評
価
と
対
応
は
。

　

渦
法
人
住
民
税
の
一
部
国
税
化
に

つ
い
て
、
復
元
へ
の
見
解
と
道
筋
は
。

市
長　

臼
自
分
の
意
思
で
寄
附
先
の

自
治
体
を
選
べ
る
意
義
が
あ
る
が
、

応
益
負
担
の
原
則
等
か
ら
課
題
も
あ

る
。
国
の
要
請
を
踏
ま
え
、
節
度
あ

る
範
囲
で
返
礼
品
を
送
付
し
て
い
る
。

　

渦
税
制
改
正
大
綱
に
も
道
筋
は
立

て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
増
大
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
的
確
な
対
応
に
は

市
税
収
入
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

住
民
税
を
め
ぐ
る
財
政
運
営
上
の

諸

課

題

に

つ

い

て

◀
松
の
木
通
り
の
拡
幅
に

　

対
す
る
考
え
は

▶
東
京
都
薬
用
植
物
園
北
側
の

　

出
入
り
口
（
職
員
通
用
口
）


